
 

2－15 

 

展
開
３
５
分 

２ 千田町の町名や千田

貞暁の銅像の写真か

ら、千田貞暁が宇品港

を築港したことを知

る。 

３ 当時の人々の願いを

資料から読み取る。 

 

 

 

４  問いをつくり、分

類・整理する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇宇品港築港以前は、島から小舟に

乗らなければ広島に上陸すること

ができなかったことがわかる資料

を提示する。 

◇千田貞暁は、私財をなげうってま

で宇品港築港に全力を注いだこと

や、たくさんの苦労をしたことを

簡単に伝える。 

 

 

◇人物年表にまとめるという学習の

見通しをもたせる。 

◇学習の見通しをもたせるために、

人物年表の具体物を提示する。 

◇問いを考えることが難しい児童へ

の手立てとして、教科書の例を参

考にしながら問いを考えるように

助言する。 

◇個人が考えた問いを仲間分けする

ことで、探究する問いを考えるよ

う指導する。 

＜例＞ 

個人が考えた問い 

港のつくり方・海の埋め方・海

を埋めた材料・どれくらいの人

数の人が働いたのか 

 

 

探究する問い 

→どうやって港をつくったの

か。 

◇問いを簡単に見直すことができる 

 ように、付箋を活用する。 

◇板書を構造化することで、個別の

問いを単元を貫く問い（学習課

題）に結び付ける発問をする。 

単元を貫く問い 

 ＜千田貞暁は、なぜたくさんの苦

労を重ねてまで、宇品港を築港し

たのだろうか。＞ 

◇調べ方を含めた学習計画は、次時

に作成することを伝える。 

 

 

 

 

〇人々の願いと地形

の特徴を基に、問い

を設定しようとして

いる。【主】 

（行動観察、ワーク

シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

終
末
５
分 

５ 本時の振り返りをす

る。 

◇自分が特に考えてみたい問いは何

かという視点で振り返りをする。 

 

 

 

(キャリア教育の視点) 

【見通す力】 
❖問いを分類・整理
することで、探究
したい問いを設定
している。 

（達成目標 B） 
（形成的評価） 

予想される児童の発表 
・千田貞暁はどのような
ことをしたのか、調べ
たいです。 

・海をどうやって埋め立
てたのか知りたいで
す。 

・いくらかかったのか知
りたいです。 

・宇品港ができた後、
人々の生活はどう変わ
ったのか調べたいで
す。 

・宇品港を作ったときの
苦労について調べたい
です。 

めあて 問いを仲間わけしよう。 
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板書の実際（それぞれが掲載したいこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の問い 

本質的な問い 

第４学年 社会科 出前授業「郷土の伝統・文化と先人たち～宇品港の築港 千田貞暁～」 
 

 単元導入で、教材との出会わせ方を工夫し、児童が見付けた問いを分
類・整理することで、単元を通した探究課題の設定を行った。自分が調べ
たい課題をそれぞれグループで探究していくと、それぞれのグループの問
いと問いがつながり、全員で先人の考えや生き方を学ぶことにつながっ
た。 

第 2章  PDCAサイクル ～D～ 
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（３）江田島中学校 
①総合的な学習の時間（第１学年）における授業実践 

 

 

 

《本単元で育成する力》 

 

《本単元で育成する力のルーブリック評価における基準》 

【見通す力】キャリアプランニング能力 

S 

幸せな自分へのイメージマップ作り、キャンパス見学等を通して、将来就職する

までの進学を含めたライフプランを真剣に考え、見通しをもって生活していくきっか

けにしている。また、自分自身の課題を見付け、その改善・解決に向けて、努力しよ

うとしている。 

A 

幸せな自分へのイメージマップ作り、身近で働いている人にインタビューをする

ことで自分に適切な職業は何か考え、キャンパス見学等を通して、将来就職するまで

の進学を含めたライフプランを真剣に考え、見通しをもって生活していくきっかけに

している。（達成目標） 

B 
幸せな自分へのイメージマップ作り、キャンパス見学に参加できたが、将来就職

するまでの進学を含めたライフプランをもち、見通しをもって生活していくまでには

至っていない。 

C 将来就職するまでのライフプランを考えることができず、見通しがもてていない。 

 

教 科 総合的な学習の時間 

学 年 第 1学年 

単元名 進路探究学習（ライフプランニング） 

単元の目標 

○将来なりたい職業に就くための具体的な道筋や方法を描き、『なりた

い自分』を見出すことができる。現在の自分の良い所と反省点を見つ

め直し、課題を出して、必要な情報を集め、整理・分析して、学習し

たことをまとめ・表現できるようにする。 

キャリア教育として

本単元で育成する力 見通す力（キャリアプランニング能力） 

育成する力の具体 ❖生活や学習と仕事を関連付け、生活や学習の仕方を工夫する。 

キャリア教育の視点 

〇将来なりたい職業についた自分と、現在の自分との違いに気づかせ

る。そこから今後どのように生活を送るべきか、学習していくべきか

を具体化することが、理想とする自分へ近づく生き方を考えさせるこ

とにつながる。 

【見通す力】 
キャリアプランニング能力 

幸せな自分へのイメージマップ作り、キャンパス見学に参加

すること等を通して、自らの将来について考えを深めるととも

に、自らのライフプランについて真剣に考えている。 
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【単元計画】 全３８時間 

 

時 主な学習活動 主な評価方法【 】 

１ 

○自分年表を作る 

・自分が生まれてから老後までどのような人生を歩んでいくか

自分のもっている知識で書く。 

【観察】 

２
・
３ 

○職業調べ 

・適職診断を行い、自分に適している職業を含めて一番興味が 

ある職業を一つ調べる。 
【観察】 

４ 

～ 

６ 

○身近に働いている人にインタビュー 

・実際に働いている人に聞きたいことをまとめてインタビュー

を行う。 

・インタビューの結果をまとめて交流する。 

【観察】 

７ 

○エゴグラム（性格診断） 
・職業について調べた上で、自分がどのような人物なのかを知 

り、その職業に向いているかを改めて考える。 
【観察】 

８ 

○振り返り 
・職業調べ、職業インタビュー、エゴグラムをした上で自分が 

本当に就きたい職業を決定する。 

【観察】 

９ 

～ 

18 

 

○幸せな自分へのイメージマップ作り 

・前時間で決定した、職業に就いた自分の人生を具体的化し、 

現在から就職、退職してから何をするかまでの軌跡を想像し

てマップにする。 

【観察】 

【イメージマップ】 

19 

～ 

23 
○「幸せな自分へのイメージマップ作り」を通して学んだこと 

をスライドにまとめる 

・これまで学習してきたことを、学級内の発表に向けてスライ

ドにまとめる。 

【観察】 

【発表スライド】 

24 

～ 

30 

○キャンパス見学（広島修道大学訪問） 
・事前学習として、大学とはどのようなものか、広島修道大学 

ではどのようなことが学べるか等を調べる。 

・振り返りとして、大学という将来の選択肢を見た上で、高校 

を卒業してどの道に進みたいかを改めて考える。 

【ワークシート

（事前学習、 

振り返り）】 

31 

～ 

38 

〇スライド発表 
・班内での練習ののち、学級内で発表を行い、相互評価の中で

優れていた発表者は文化祭でステージ発表を行う。 

【観察】 

【評価シート】 
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【幸せな自分へのイメージマップ作り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の自分年表に比べ、将来に
向けて頑張ること、目指したい進学
先などが具体的になっています。 

 

 

 職業調べ、職業インタビ

ュー、性格分析を繰り返し

行うことで、最初の自分

年表よりも具体的に自分

自身がどのような人生を

歩んでいくか、ということ

をマップにして表現する

ことができました。 
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【キャンパス見学】 ～事前学習～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科等 総合的な学習の時間 

学  年 第１学年 

題  材 キャンパス見学（修道大学） 

講  師 広島修道大学国際コミュニティ学部国際政治学科 教授 

本時の目標 

○大学とはどのようなものか、広島修道大学ではどのようなこと

が学べるかを知り、大学という将来の選択肢を見た上で、高校

を卒業してどの道に進みたいかを考えることができる。 

キャリア教育として 
本時に育成を目指す力 見通す力（キャリアプランニング能力） 

①大学とはどのようなものかという

ことを事前に調べました。 

②広島修道大学でどのよう
なことが学べるかを具体
的に調べました。 

第 2章  PDCAサイクル ～D～ 
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【校内見学ツアー】～大学見学での様子～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【模擬講義体験】 

 

 

 

 

 

 

【振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実際に大学のキャンパスを見て、講義を受けて大学とはどのようなものかを学びました。 

大学見学を通して、大学進学が将来の選
択肢に入った生徒がいました。 

大学見学を行った上で、変わらず従来の
将来の夢を志す生徒もいました。 
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【文化祭発表に向けたスライド発表】 ～評価シート～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校入試を意識できるよう、自己表現の評価基準に基づいた評価基準を作成

し、相互評価を行いました。 

 

【発表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「グループ内での練習→クラス内での練習→文化祭での発表」と、段階的に

生徒自身が発表を見直して改善を行いました。 

 

① 自己を認識する力 
② 自分の人生を選択 

する力 
③～⑥ 表現力 
 
「表現力」を重視して作
成しました。 

第 2章  PDCAサイクル ～D～ 
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②総合的な学習の時間（第２学年）における授業実践 

 

【協力企業】本校が行った職場名 

海上自衛隊第一術科学校 切串児童クラブ 江田島児童クラブ 

認定こども園きりくし 認定こども園えたじま 宮脇書店 

医療法人社団仁風会 

介護唐人保健施設あすなろ 

医療法人社団仁風会 

青木病院 

株式会社イズミゆめタウン

江田島 

江田島荘 Uminos Spa&Resort よってみん菜江田島 

江田島市消防本部 セブンイレブン江田島中央店 江田島市立江田島図書館 

余防生産振興組合 有限会社 夢街道  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教   科 総合的な学習の時間 

学   年 第２学年 

単 元 名 職場体験（キャリア・スタート・ウィーク） 

単元の目標 

○職場体験学習の取り組みを通して、江田島市の産業を体験し、

地域のよさを広め、自分の生き方を考え、職業や仕事に対する

具体的・現実的理解を深める。 
キャリア教育として 

本単元で育成する力 
見通す力（キャリアプランニング能力 

育成する力の具体 
❖将来に向けた夢や目標をもち、達成に向けた計画を見通し努力 

している。 

キャリア教育の視点 

・将来就いてみたい職業について真剣に考え、エントリーシート

を作成し、企業の営業部の方によるマナー講座を受講する。そ

の上で、実際の仕事を体験することで、実社会の厳しさを知

り、これからの自己の生き方について考えることに繋げる。 

ポスターは、江田島市教育委員会が、毎年市内中学校２年生にキャッチフレーズを募集

し、作成します。 

幟旗は参加事業所に設置していただきます。 
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《本単元で育成する力》 

 

《本単元で育成する力のルーブリック評価における基準》 

【見通す力】ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ能力 

S 

自分自身はどんな人間で、何ができるのかを考え、将来就職するまでに、どんな力を付けて
おくべきなのか、そのために今をどう過ごすのか真剣に考え、見通しをもって生活していくき
っかけにしている。また、自分自身の課題を見付け、その改善・解決に向けて、努力しようと
している。 

A 
自分自身はどんな人間で、何ができるのかを考え、将来就職するまでに、どんな力を付けて

おくべきなのか、そのために今をどう過ごすのか真剣に考えている。（達成目標） 

B 
自分自身はどんな人間で、何ができるのかを考え、将来就職するまでに、どんな力を付けて

おくべきなのかは理解できているが、実生活には結びついていない。 

C 自分の長所や適性に気付けておらず、将来のことについても自分の考えがもてていない。 

 
 

【単元計画】 全４３時間 

時 主な学習活動 主な評価方法【 】 

１
～
５ 

○働くことの意義を考える。 
 ・自分自身と地域への思いについて考える。 

・働く意義について考える。 
・江田島の職業人について調べる。 

【観察】 

 

６ 
～ 

１
５ 

○キャリア・スタート・ウィークに向けて 
・ＣＳＷのねらいと意義 
・将来を見通し、働く上で必要となる力は何かを働く意義と関連付けて
理解させる。 

・ＣＳＷ期間中や進路選択に向けての目標をワークシートへ記入する。 
・訪問・体験時のマナーを学ぶ。 
・礼儀・作法・電話の正しい対応方法をワークシートやロールプレイン
グで学習する。 

・自己を見つめる。 
・自己分析を行い、職場で活かせる自分のよさをまとめる。 
・希望事業所の選定を行う。 
・適職診断、自己分析の結果を踏まえ、参加事業所から第三希望までリ
ストアップを行い、選定した理由・考えを文章でまとめる。 

・志望理由書の作成【資料１】 
・「志望理由、自己ＰＲ、事業所への質問事項」について自分の考えを
まとめる。 

【観察】 

【ワークシート

（振り返り）】 

１
６ 

○マナー講座（株式会社トンボ） 
 ・礼儀、マナー、服装についての講座を受け、振り返りを行う。 

【観察】 

【ワークシート

（振り返り）】 

１
７ 

○生徒による事前打ち合わせ 
・事業所に事前訪問の日時について電話でアポイントメントを取る。 
・事業所へ訪問し、志望理由や事業所への質問・確認を行う。 

○教師による事前打ち合わせ 
 ・参加事業所を訪問し、育成する力を資料により共有する。 

【資料 2－6ページ】 

【観察】 

【ワークシート

（振り返り）】 

【見通す力】 
キャリアプランニング能力 

自分の将来の職業決定に向けて、今の自分に足りない力に気付き、

これからの生活の中で、改善に向けて努力しようとしている。 

第 2章  PDCAサイクル ～D～ 
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１
８ 

～ 

３
５ 

本
時 

○職場体験学習 
〈生徒の動き〉 

 ・実際の仕事を体験し、将来必要となる力を理解する。 

 ・体験を振り返り、学習日誌に１日の振り返りを記入し、事業者の方か
ら評価を受ける。 

 ・事業所の方からの課題に対し、自他と解決策を模索する。 

〈教員の動き〉 
・体験期間中の生徒の様子を記録する。 

・欠席等について各事業所と連携を行う。 

【観察】 

【学習日誌 

（振り返り）】 

３
６ 

～ 

４
３ 

〇キャリア・スタート・ウィークで学んだことをまとめよう。 
 ・キャリア・スタート・ウィークのまとめ 

職場体験終了後の、各自のキャリアプランニング能力の達成状況につ
いて振り返り、理由とともに記入する。これまでの体験を振り返り、
自己の将来への見通しをもつ。 

・礼状の作成 
「印象に残ったこと、今後に活かしていきたいこと、感謝の気持ち」
について自分の考えを文章で表現する。 

・新聞の作成 
各事業所の特徴や仕事内容をまとめ、体験で身に付けた力について新
聞形式でまとめる。 

・文化祭での発表に向けて【資料２】 
各事業所の特徴や仕事内容をまとめ、体験で身に付けた力や今後に生
かしたいことなどについてスライドにまとめる。 

 

【観察】 

【スライド】 

【新聞の内容】 

【発表内容】 

 

【キャリア・スタート・ウィークに向けた「出前授業」における授業実践】 

  
営業部営業課の方が来校されました。生徒たちは職場体験で行う全てのことに不安

を抱えていました。このマナー講座には「礼儀・作法、マナーを中心に自信を少しで
も身に付けたい」という気持ちで参加しました。講師には「礼儀・作法、マナー、服
装の重要性や正しい電話対応の行い方を指導していただき、生徒に社会を行き抜く力
を身に付けさせていただきたい。」とお願いをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

【印象は最初の 6秒で決まる！！】 

教科等 総合的な学習の時間 

学  年 第２学年 

題  材 マナー講座 

講  師 株式会社トンボ 営業部営業課１名 

本時の目標 
○講座を聞き、事業所での活動を体験するにあたり、基本的な接

遇・マナーについて学び、職場体験学習に活かす。 

キャリア教育として 
本時に育成を目指す力 見つめる力（自己理解能力・自己管理能力） 

育成する力の具体 ❖自分自身の足りない力に気付き、改善することができる。 

「仕事を行うとき大切なことって何だろう？」 
「私たちでもできることがあるのかな？」 
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【好印象に思われるポイント】挨拶・返事・声の大きさ・服装！！ 

 

 

 

 

 

 

 

【志望理由書】 資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制服はユニホームだ！！ 

正しく着用することで好印象に！！ 

 正しく制服を着用する
ために、制服ができた 

ルーツを知ろう！ 
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志望理由の作成では、自分の考えやできることを文
章で表現することが難しかった。 
自分の長所をどのように仕事に活かせるのか、自分

自身の力を振り返ることができた。  （男子生徒） 
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【職場体験学習の様子】 

いよいよ体験当日になり、生徒たちは各事業所へ出勤しました。前日までは「楽し
みだけど心配です。」と期待と不安で緊張していました。事業所の方には、「実際の仕
事を体験しながら、社会で必要となる力や能力を身に付け、伸ばしていただきたい。」
とお願いをして職場体験に臨みました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
≪Uminos Spa&Resort≫  ≪江田島市消防本部≫   ≪江田島荘≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
≪セブンイレブン≫             ≪夢街道≫ 

 
 
 
 
 
 
 
≪海上自衛隊第一術科学校≫           ≪ゆめタウン≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪宮脇書店≫            ≪よってみん菜≫ 

【活動後の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

接客・レジ打ちが複雑！ 
常に笑顔が大切！！ 

将来の夢を実現するため
にはどのような力が必要な
んだろう？？ 

3日間でしっかり鍛えて
いただきました！ 

接客だけではなく、 
体力も必要なんだな。 

本の管理や発注作業は丁寧に、
慎重に行おう！！ 

仕入れや配達、接客の
仕事を体験できました！ 

実際仕事を
体験すること
で、「大変さ」
や「やりがい」
「職業観」を肌
で感じる機会
になりました。 

 

 



 

2－28 

 

【職場体験学習後の振り返りシート】 
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 園児との触れ合いからその大変さを実感し、親への感謝の気持ち

を抱いたり、人との関わりを学んだりすることができました。 
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振り返ることにより、体験で得た学びを基に、自分の性格や思いとつながる将来について考える

ことができました。 


